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　3月定例会（3月1日から22日）では、2つの平成24年度一般会計補正予算や
平成25年度一般会計及び特別会計当初予算など、議案31件を原案どおり可決し
ました。また陳情1件を審査し不採択としました。
　1つの定例会で2つの補正予算が審議されたのは、通常の3月における会計調整
のための補正予算に加えて、今国会で承認された大型補正予算に対応する必要が
あったためです。

　 月
定例会

総 

務 

課

・
行
政
事
務
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
管
理

事
業
（
各
種
町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
他
）

・ 

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業（
既
設
の
防

災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、名
田

庄
地
域
に
も
同
無
線
を
整
備
す
る
も
の
）

管 

理 

課

・
い
き
い
き
館
歯
科
医
療
機
器
更
新

 
（
空
気
圧
縮
器
、圧
縮
空
気
洗
浄
機
、技

工
用
バ
キ
ュ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
他
更
新
）

企 
画 
課

・
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
開
催
事
業

・
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
開
催
事
業

・
低
炭
素
化
街
づ
く
り
推
進
事
業
（
総
合

運
動
公
園
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
電
気
自
動
車
購

入
補
助
、
充
電
設
備
整
備
補
助
）

・
世
界
少
年
野
球
大
会
招
致
事
業
（
野
球

教
室
開
催
、
交
流
試
合
開
催
他
）

住
民
福
祉
課

・
若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業

・
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業（
大
規
模

災
害
に
備
え
て
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
を
テ
ー

プ
管
理
か
ら
デ
ー
タ
管
理
に
す
る
も
の
）

・
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
補
助
事
業（
大
島

地
区
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

建
設
に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
も
の
）

・
こ
ど
も
家
族
館
管
理
運
営
事
業

な
ご
み
保
健
課

・
住
ま
い
環
境
整
備
支
援
事
業
（
要
介
護

高
齢
者
が
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
住
宅
改
修
に
要
す
る
費
用
を
助
成

す
る
も
の
）

・
健
康
増
進
事
業（
①
健
康
手
帳
の
40
歳

か
ら
の
交
付
、②
胃
が
ん（
バ
リ
ウ
ム
）、

肺
が
ん
検
診
の
特
定
年
齢
の
無
料
化
、

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
集
団
検
診
導
入
、④

胃
カ
メ
ラ
検
診
対
象
年
齢
の
拡
大
他
）

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
」
管
理

運
営
事
業
（
①
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

更
新
、②
電
子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
更
新
、

③
生
化
学
自
動
分
析
装
置
更
新
他
）

地
籍
整
備
課

・
地
籍
整
備
事
業
（
名
田
庄
口
坂
本
、
名

田
庄
井
上
、
名
田
庄
西
谷
地
区
）

・
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

　
（
25
年
度
分
広
岡
頭
首
工
改
修
）

農
林
水
産
振
興
課

・ 

有
害
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
事
業（
農
産

物
を
直
売
所
等
に
出
荷
す
る
た
め
猿
害

対
策
用
ネ
ッ
ト
資
材
調
達
費
用
助
成
他
）

・
農
作
物
鳥
獣
害
対
策
事
業
（
有
害
鳥
獣

捕
獲
、
処
理
委
託
費
用
他
）

・
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業
（
山
ぎ

わ
恒
久
金
網
柵
設
置
他
）

・
園
芸
農
業
活
性
化
事
業
（
冬
期
に
農
産

物
を
直
売
所
等
へ
出
荷
す
る
農
家
へ
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
経
費
助
成
）

・
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

・
漁
家
経
営
構
造
改
善
事
業
（
省
エ
ネ
エ

ン
ジ
ン
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
集
魚
灯
費
用
助
成
）

・
間
伐
材
利
用
搬
出
促
進
事
業

・
町
行
分
収
造
林
事
業
（
造
林
保
育
他
）

商
工
観
光
振
興
課

・
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
及
び
利
子
補

給
事
業
（
同
融
資
に
係
る
利
子
補
給
及

び
信
用
協
会
保
障
費
用
の
助
成
）

・
賑
わ
い
創
出
施
設
管
理
事
業
（
直
売
所

出
荷
者
に
売
上
金
に
応
じ
た
奨
励
金
を

交
付
す
る
も
の
他
）

・
み
ど
り
の
広
場
竣
工
記
念
式
典
開
催
事
業

・
あ
き
な
い
館
運
営
事
業
及
び
頭
巾
山
青

少
年
旅
行
村
管
理
運
営
事
業
（
同
事
業

を
運
営
す
る
㈱
名
田
庄
商
会
に
対
す
る

経
営
改
善
補
助
金
、
委
託
料
他
）

■
平
成
25
年
度
予
算
各
課
の
主
な
事
業
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建 

設 

課

・
排
水
路
管
理
事
業
（
本
郷
地
区
浸
水
被

害
改
善
対
策
基
礎
調
査
、
尾
内
地
区
排

水
改
善
施
設
整
備
他
）

・
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
（
宮
留
地
先

公
有
水
面
埋
立
・
漁
港
施
設
整
備
他
）

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
本
郷
間
原
堤
防

線
、
小
堀
線
、
館
線
、
小
倉
畑
７
号
線
）

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
（
南
浦
、
名
田
庄

三
重
地
係
）

生
活
環
境
課

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

・
大
津
呂
浄
水
場
配
水
池
整
備
工
事

・
尾
内
地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
改
修

電
子
情
報
課

・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整
備
事
業
（
告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
更
改
）

・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
運
営
事
業

学
校
教
育
課

・
小
学
校
校
舎
等
改
修
事
業
（
本
郷
小
学

校
校
舎
、給
食
講
堂
耐
震
補
強
工
事
他
）

・
町
費
負
担
教
員
配
置
事
業

生
涯
学
習
課

・
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
（
空
調

設
備
改
修
工
事
他
）

・
社
会
教
育
、
社
会
体
育
事
業

・
公
民
館
、
図
書
館
事
業

■
平
成
24
年
度
３
月
補
正
予
算 

そ
の
１

■
一
般
会
計
補
正
予
算 

補
正
後
の
額

　

１
０
７
億
１
千
９
４
８
万
円

（
３
億
７
千
５
６
４
万
円
の
減
額
）

■
特
別
会
計
補
正
予
算 

補
正
後
の
額

　

２
７
億
３
千
８
９
７
万
円

（
１
億
５
１
９
万
円
の
減
額
）

■
平
成
24
年
度
３
月
補
正
予
算 

そ
の
２

■
一
般
会
計
補
正
予
算 

補
正
後
の
額

　

１
１
１
億
６
千
２
３
８
万
円

（
４
億
４
千
２
９
０
万
円
の
増
額
）

防
災
対
策
施
設
整
備
事
業
（
大

島
地
域
）
な
ど

議
会
員
委

論
の
ゆ
く
え

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

古
石
實
議
員
か
ら
「
平
成
25
年
度
お
お

い
町
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
組
み
替

え
動
議
案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、名
田
庄
商
会
へ
の
委

託
料
の
一
部
及
び
、特
産
品
開
発
及
び

生
産
者
育
成
支
援
事
業
補
助
金
合
計

1
千
7
百
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
し
た
。

　

組
み
替
え
動
議
の
採
決
は
賛
成
６
反

対
６
の
同
数
で
委
員
長
に
よ
り
否
決
さ

れ
、
後
に
原
案
に
対
す
る
採
決
が
な
さ

れ
賛
成
８
反
対
４
で
原
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

尚
、
古
石
議
員
は
こ
の
案
件
を
本
会

議
で
少
数
意
見
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

一般会計　106億 300万円 前年度比2.4％減
特別会計　 27億 795万円 前年度比4.4％減
合　　計　133億1095万円 前年度比2.8％減

25年度予算133億円を可決

　25年度歳入においては、大飯発電所1・2号機が停止した状態であるため本町の重要な財源の
1つである電源立地地域対策交付金がどの程度交付されるか心配がありました。しかしながら発電
所が稼動していることとみなす「みなし規定」が適用され24年度と同程度の交付を受ける事がで
きる見込みとなりました。また核燃料税は出力割の
部分が交付され、総合的にほぼ24度なみの歳入を
得る事ができる見込みです。
　歳出では、みどりの広場事業に4億7千万円が計
上され秋頃のオープンをめざします。これによりス
ポーツの愛好者による交流人口の更なる拡大が期待
されます。また6月にはうみんぴあ大飯に地元農水
産物直売所がオープンします。これがきっかけで地
元の農家や漁家の所得向上、うみんぴあ大飯に更な
る活力が生まれてくるものと期待します。
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問
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
よ
り

災
害
情
報
を
一
斉
配
信
さ
れ
る
が
、
ど
の

程
度
の
情
報
か
。

答
エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、
防
災
行
政

無
線
で
放
送
す
る
内
容
と
同
一

の
も
の
を
同
時
進
行
で
配
信
。
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
で
受
信
す
る
。

問
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
で
支

払
い
で
き
る
税
金
等
の
種
類
は
。

答
取
扱
い
の
税
は
、
町
税
と
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
4
税
と
上
下
水
道
の
料
金

で
、24
時
間
３
６
５
日
支
払
い
が
で
き
る
。

問
世
界
少
年
野
球
大
会
に
つ
い
て
、

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

と
大
会
に
お
け
る
町
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
福
井
県
が
、
主
催
で
あ
る
財
団

に
声
を
掛
け
ら
れ
、
そ
の
後
、

西
川
知
事
が
、
経
済
の
低
迷
等
を
踏
ま
え

嶺
南
地
域
に
誘
致
し
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
嶺
南
市
町
に
話
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
、
世
界
各
地
か
ら
来
ら
れ
た
チ
ー
ム

と
の
交
流
行
事
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で

町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
発
信
し
た
い
。

問
大
規
模
償
却
資
産
税
の
見
込
み

と
、
固
定
資
産
税
で
の
割
合
は
。

答
見
込
み
額
は
、
25
億
7
千
９
７

２
万
5
千
円
で
固
定
資
産
税
の

７
３
・
８
％
で
あ
る
。

問
予
防
接
種
に
お
い
て
、
任
意
接

種
か
ら
定
期
接
種
と
な
る
子
宮

頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
三
つ
の
予
防
接
種

は
、
町
単
独
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、

自
己
負
担
は
無
い
の
か
。

答
定
期
予
防
接
種
は
自
己
負
担
が

な
く
、
新
た
な
定
期
予
防
接
種

も
無
料
で
あ
る
。
な
お
、
今
ま
で
、
任
意

接
種
と
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て
実
施

し
て
い
た
が
、
定
期
接
種
と
な
る
こ
と
か

ら
、
国
の
補
助
は
廃
止
と
な
り
、
そ
の
財

源
措
置
と
し
て
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
。

問
医
療
機
器
に
お
い
て
、小
さ
な
が

ん
を
発
見
で
き
る
器
機
を
購
入

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、内
容
を
詳
し
く
。

答
胃
カ
メ
ラ
で
も
光
を
当
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
が
ん
が

見
や
す
く
な
る
と
い
う
器
機
本
体
を
な
ご

み
診
療
所
に
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
内
視
鏡
で
あ
れ
ば
使
え
る
こ
と
が
で

き
、
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
が
ん
に
利
用
も
で

き
る
。

問
名
田
庄
地
区
保
育
所
運
営
事
業

で
、
25
年
度
は
送
迎
バ
ス
の
委

託
料
を
計
上
す
る
が
、
26
年
度
か
ら
は
行

わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、バ
ス
の
廃
止
は
、

保
護
者
の
理
解
を
得
て
か
ら
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
見
解
は
。

答
バ
ス
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
会
と
の
協
議
や
保
護
者
説

明
会
を
通
じ
て
一
定
の
理
解
を
い
た
だ

き
、
再
度
保
護
者
会
と
の
協
議
を
行
い
、

2
月
に
は
バ
ス
の
廃
止
に
つ
い
て
保
護
者

等
に
通
知
し
た
。

問
金
網
柵
工
事
は
2
年
目
を
迎
え
る

が
、出
入
り
口
付
近
が
弱
く
侵
入

さ
れ
た
所
も
あ
る
と
聞
く
が
、そ
の
対
応
は
。

答
23
年
度
に
発
注
し
、
被
害
を
受

け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
修
繕
、

補
強
済
み
で
、
被
害
を
受
け
て
い
な
い
箇

所
に
つ
い
て
も
補
強
工
事
を
24
年
度
発
注

し
た
。
ま
た
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
24

年
度
の
発
注
工
事
か
ら
仕
様
内
容
を
変
更

し
発
注
し
て
い
る
。

問
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
で
は
、
販
売
収
入
が
右
肩

上
が
り
の
計
画
で
28
年
度
に
は
黒
字
転
換

と
な
る
が
、そ
の
指
導
方
法
や
考
え
方
は
。

答
収
支
計
画
に
つ
い
て
は
名
田
庄

商
会
と
協
議
し
、
現
状
か
ら
考

え
た
計
画
で
あ
り
、
販
売
戦
略
を
し
っ
か

り
立
て
て
も
ら
い
計
画
通
り
販
売
で
き
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
。

問
福
井
国
体
開
催
ま
で
、
ま
だ
時

間
が
あ
る
が
、
準
備
予
算
を
計

上
す
る
の
か
。

答
市
や
美
浜
町
に
お
い
て
は
国
体

の
準
備
室
が
す
で
に
設
置
さ
れ

い
る
。
お
お
い
町
は
27
年
度
に
準
備
室
を

設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
宿
泊
施
設
の

調
査
な
ど
に
48
万
9
千
円
を
計
上
す
る
。

■
陳　

情

○ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

委
員
会
で
は
、
次
世
代
育
成
地
域
支
援

行
動
計
画
等
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
保
育
を
含
め
た
次
世
代
育
成

を
行
っ
て
お
り
、
町
内
で
は
待
機
児
童
な

ど
の
問
題
は
な
い
事
か
ら
、
意
見
書
提
出

は
見
送
る
べ
き
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
不

採
択
と
し
ま
し
た
。（

賛
成
少
数
・
不
採
択
）

■ 
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
25
年

度
予
算
審
議
の
主
な
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
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■ 

県
の
支
援
す
る
嶺
南
地
域
へ
の
産
業
団
地
造
成
事
業

に
町
は
乗
ら
な
い
の
か

町
長 

広
大
な
用
地
確
保
が
必
要
な
団
地
造
成
は
、課
題
が
多
く
慎
重
を
要
す
る

■ 
交
流
人
口
活
性
化
策
に
次
ぐ
定
住
人
口
活
性
化
に
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

町
長 
ま
ず
定
住
人
口
の
雇
用
の
場
の
確
保
や
人
口
増
加
策
に
努
め
た
い

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

3
月
定
例
会
で
は
、6
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

問
交
流
人
口
を
求
め
る
目
的
は
。産

業
育
成
や
商
工
観
光
で
町
が
潤
い

な
が
ら
雇
用
が
増
え
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
。

答
（
町
長
）
交
流
人
口
に
よ
り
雇
用

の
場
の
確
保
、
定
住
の
促
進
に

よ
り
人
口
の
増
加
策
に
努
め
た
い
。

■
定
住
人
口
活
性
化
の
具
体

的
な
施
策
展
開
は

町
長 

住
宅
用
地
の
造
成
分
譲

を
予
定
し
、子
育
て
・
教
育
環
境

の
充
実
、雇
用
の
場
の
確
保
に

向
け
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

問
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
宅
地

造
成
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
な
く
、き
め
細
か
な
施
策
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）定
住
に
は
宅
地
造
成
が

必
要
。人
口
増
加
に
な
れ
ば
幸
い
。

■
町
の
玄
関
口
の
本
郷
地
区
、

交
通
玄
関
口
の
佐
分
利
地

区
の
活
性
化
策
は

町
長 

地
域
産
業
振
興
と
雇

用
機
会
増
加
、特
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
努
め
る

問
町
が
発
展
す
れ
ば
商
店
街
も
活

性
化
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て
危

機
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

答
（
町
長
）
よ
そ
の
市
町
も
同
じ
よ

う
な
状
況
に
あ
り
、
行
政
指
導

で
活
性
化
さ
せ
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
皆

で
知
恵
を
出
し
名
案
を
見
つ
け
た
い
。

問
議
会
は
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
無
料
化

を
中
央
要
望
し
て
い
る
が
、町
長
は
。

答
（
町
長
）
他
市
町
も
無
料
化
終
了

後
の
影
響
は
大
で
あ
り
、
皆
と

共
に
要
望
は
続
け
る
。

■
企
業
誘
致
活
動
の
具
体
行

動
と
は

町
長 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

参
考
に
会
社
を
訪
問
し
た
い

問
町
長
自
ら
が
誘
致
活
動
の
先
頭

に
立
つ
姿
勢
が
企
業
側
か
ら
見

る
と
重
要
で
あ
る
が
、
ナ
フ
コ
を
訪
問
さ

れ
た
か
。

答
（
町
長
）
行
っ
て
い
な
い
。
代
表

の
方
が
来
て
く
れ
て
い
る
。

問
会
社
訪
問
は
町
長
が
汗
を
か
か

な
い
と
実
現
し
な
い
。

答
（
町
長
）
訪
問
の
雰
囲
気
が
整
わ

な
い
と
か
え
っ
て
迷
惑
に
な
る
。

問
県
は
嶺
南
に
産
業
団
地
を
造
成

し
企
業
立
地
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
誘
致
の
立
候
補
を
し
な
い
の

か
。答

（
副
町
長
）
広
大
な
用
地
確
保
は

困
難
で
あ
り
、
う
み
ん
ぴ
あ
の

誘
致
を
優
先
さ
せ
た
い
。

問
他
の
場
所
に
持
っ
て
い
か
れ
れ

ば
県
は
メ
ン
ツ
に
か
け
て
立
地

に
全
力
を
あ
げ
、
他
の
町
に
は
対
応
が
疎

か
に
な
る
懸
念
が
す
る
。

答
（
副
町
長
）
用
地
確
保
に
は
、
地

形
的
な
課
題
も
あ
る
。

問
先
進
地
で
は
山
を
削
り
造
成
し

て
い
る
。
知
恵
と
工
夫
で
問
題

解
決
で
き
る
。

答
（
副
町
長
）
造
成
し
て
も
空
き
地

ば
か
り
だ
と
非
難
さ
れ
る
。

問
他
の
町
や
市
で
は
現
に
誘
致
が

進
ん
で
い
る
。
県
は
い
つ
ま
で

も
待
っ
て
く
れ
な
い
が
。

答
（
町
長
）
30
㌶
の
団
地
造
成
は
不

可
能
。
す
ぐ
に
立
地
に
つ
な
が

ら
な
い
。

古石　　實

今川　直樹
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■ 

お
お
い
町
に
原
子
力
専
門
部
署
の
創
設
を
求
め
る

町
長 

職
員
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、今
後
も
現
体
制
で

対
応
し
た
い

■ 

賑
わ
い
創
出
施
設
で
農
林
水
産
業
、商
業
、観
光
を

活
性
化
し
て
町
が
元
気
に
な
る
方
策
は
整
っ
た
か

町
長 

６
月
の
開
業
を
目
指
し
、最
終
作
業
を
行
っ
て
い
る

問
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、
ジ
ェ
ラ
ー

ト
工
房
、
鮮
魚
売
場
の
テ
ナ
ン

ト
部
門
の
参
加
者
は
決
定
し
た
の
か
。

答
（
町
長
）
鮮
魚
売
場
の
出
店
を
決

め
て
い
る
大
島
漁
業
協
同
組
合

を
除
き
、
指
定
管
理
者
の
「
株
式
会
社
お

お
い
」
が
募
集
を
実
施
し
た
結
果
、
３
件

の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
審
査
の
結
果
、
契

約
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
検
討
の
結
果
、

株
式
会
社
お
お
い
が
直
営
で
運
営
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
職
員
等
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

問
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、
ジ
ェ
ラ
ー

ト
工
房
を
直
営
で
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
た
判
断
基
準
は
何
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
ぽ
ー
た

る
や
あ
み
ー
し
ゃ
ん
喫
茶
室
で

の
営
業
実
績
や
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。

問
㈱
お
お
い
の
経
営
方
針
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
提
出
さ

れ
た
申
請
書
で
は
、｢

第
一
に
地

産
地
消
を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
メ
イ
ン

と
な
る
特
産
品
売
場
は
町
外
来
訪
者
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
生
活
市
場
と
し
て
の
役

割
を
担
う
場
所
と
考
え
て
い
る
。

問
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
野
采
部
会
、

加
工
品
部
会
、
テ
ナ
ン
ト
部
会

の
準
備
は
万
全
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
出
荷
者

の
確
定
作
業
、
陳
列
台
の
割
り

振
り
、
会
員
名
簿
の
作
成
な
ど
の
作
業
を

し
て
い
る
。
４
月
８
日
に
は
参
画
者
協
議

会
が
発
足
し
、
個
別
の
課
題
や
問
題
点
を

協
議
し
て
い
く
。

森口　精治

猿橋　啓一

問
原
子
力
防
災
計
画
つ
い
て
、
町

の
基
準
を
作
る
べ
き
と
考
え
る

が
。答

（
町
長
）
原
子
力
災
害
の
特
殊
性

や
広
域
被
害
の
可
能
性
な
ど
か

ら
、
国
や
県
の
上
位
計
画
等
の
整
合
性
が

最
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

問
ポ
ス
ト
原
発
を
ど
の
よ
う
に
考

え
雇
用
の
創
出
に
繋
げ
て
行
く

の
か
。

答
（
副
町
長
）「
道
の
駅
う
み
ん
ぴ

あ
大
飯
」
の
開
業
に
よ
り
、
活

気
と
賑
わ
い
を
創
出
し
、
企
業
進
出
の
意

欲
を
促
進
さ
せ
た
い
。
今
後
と
も
粘
り
強

く
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
若
い
世
代
へ
の
政
策
転
換
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
副
町
長
）
若
者
の
抱
え
て
い
る

固
有
の
問
題
や
ニ
ー
ズ
に
耳
を

傾
け
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ

る
町
を
目
指
し
て
い
く
。

問
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、
農
産
物

被
害
は
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
よ
り

効
果
が
出
て
い
る
と
思
え
る
が
、
冬
眠
前

に
人
里
に
出
没
す
る
熊
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）
各
種
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
取
り
扱
い
指
針
に

基
づ
き
、
人
身
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
最

善
を
尽
く
し
て
い
く
。
住
民
の
皆
様
の
協

力
を
賜
り
た
い
。

問
合
併
の
評
価
と
今
後
の
中
期
的

財
政
の
見
通
し
は
。

答
（
副
町
長
）
全
体
的
に
は
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
着
実
な
進
展
を

見
て
い
る
。
原
発
関
連
収
入
に
不
安
要
素

が
あ
り
、
い
ず
れ
は
総
合
計
画
も
含
め
た

見
直
し
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

う
が
、
今
は
そ
の
時
期
で
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。
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■ 

お
お
い
町
地
域
防
災
計
画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

の
見
直
し
作
業
の
進
捗
状
況
は

町
長 
平
成
24
年
度
内
に
完
了
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る

問
「
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害

編
）
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
国
に

お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
国
内
唯
一
稼
働

し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
の
立
地
町
と
し

て
の
防
災
計
画
見
直
し
は
進
ん
で
い
る

か
。答

（
町
長
）
原
子
力
規
制
委
員
会
設

置
法
の
施
行
か
ら
６
ヶ
月
を
越

え
な
い
範
囲
で
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
25
年
３
月
18
日
が
一
応
の
目
安
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
の
原
子
力
災
害
対
策

指
針
の
改
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い

な
い
状
況
の
中
、
年
度
内
完
了
は
難
し

い
。
住
民
避
難
対
策
は
県
が
発
電
所
か
ら

５
㎞
圏
内
の
対
策
を
先
行
し
て
検
討
し
て

お
り
、
年
度
内
に
決
定
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

広
域
避
難
対
策
は
国
の
方
針
が
は
っ
き

り
し
な
い
中
、
県
は
関
係
市
町
と
連
携
し

て
独
自
に
調
整
を
始
め
る
方
針
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
協
議
を
重
ね
て
い

く
。
ま
た
、
国
の
災
害
対
策
指
針
は
防
護

措
置
実
施
の
判
断
基
準
や
緊
急
被
ば
く
医

療
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
方
針
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
町
で
は
こ
の
改
定
を
受
け
て

現
行
計
画
と
の
突
き
合
わ
せ
、
修
正
作
業

を
進
め
て
い
る
。
年
度
内
に
は
素
案
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
、
そ
の
後
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
範

囲
設
定
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
の
具
体

策
な
ど
の
県
の
方
針
が
固
ま
り
次
第
、
県

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
速
や
か

に
計
画
の
見
直
し
を
完
了
さ
せ
た
い
。

問
計
画
見
直
し
作
業
の
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
熟

知
し
た
防
災
計
画
を
作
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
（
副
町
長
）
現
在
、
約
70
％
の
進

捗
率
で
、
県
計
画
等
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
速
や
か
に
計
画
の
見
直

し
を
完
了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
本
町
農
業
や
※
官
公
需
に
打
撃
を

受
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
対

す
る
見
解
を
求
め
る
。

答
（
町
長
）
農
林
水
産
業
は
地
方
に

と
っ
て
基
幹
産
業
で
あ
り
、
地

域
経
済
や
国
民
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
も
た
ら
す
打
撃

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。■

原
子
力
行
政
の
あ
り
方
を

問
う

町
長 

世
界
最
高
水
準
の
安

全
性
を
目
指
す
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
る「
新
安
全
基
準
」

骨
子
案
が
示
さ
れ
た

問
原
子
力
規
制
委
員
会
の
「
新
安

全
基
準
」
骨
子
案
に
対
す
る
見

解
は
。

答
（
町
長
）福
島
の
事
故
を
踏
ま
え
、

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
の

新
設
、
津
波
等
自
然
災
害
対
応
機
能
や
、

機
器
の
信
頼
性
の
強
化
等
が
盛
り
込
ま

れ
、
よ
り
安
全
性
が
高
ま
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

■
林
業
の
振
興
策
等
を
提
言

す
る

農
林
水
産
振
興
課
長 

「
お
お
い

町
木
材
利
用
基
本
方
針
」を

策
定
し
た

問
国
は
「
木
材
利
用
基
本
方
針
」
を

策
定
す
る
よ
う
自
治
体
に
求
め

て
い
る
が
本
町
の
対
応
は
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）
町
の
基

本
方
針
は
策
定
済
み
で
、
今
後

は
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
促

進
に
関
す
る
法
律
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め

る
。

■ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
参
加
を
許
す
の
か

町
長 

全
国
町
村
会
を
中
心
に
参
加
阻
止
に
全
力
を
挙
げ
る

中本　　茂

猿橋　　巧

※
官
公
需
と
は

国
や
公
団
、
地
方
公
共
団
体
等
が
物
品
を
購
入
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
た
り
、
工
事
を
発
注
し
た
り

す
る
こ
と
を
「
官
公
需
」
と
い
い
ま
す
。
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お
お
い
町
議
会
Ｉ
Ｔ
化
調
査
報
告

﹇
提
出
日
﹈
平
成
25
年
１
月
23
日

﹇
広
報
特
別
委
員
会
﹈
委
員
６
人

一
、
調
査
の
背
景
、
目
的

お
お
い
町
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例

の
精
神
に
則
り
、
議
会
の
情
報
公
開
を

充
実
さ
せ
る
べ
く
様
々
な
施
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。
町
民
の
立
場
に
お
け
る

議
会
情
報
入
手
の
利
便
性
の
追
及
お
よ

び
積
極
的
議
員
活
動
展
開
に
資
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入
が
可
能
か
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

二
、
基
本
的
考
え
方

前
記
の
目
的
を
得
る
た
め
以
下
の
基

本
調
査
項
目
を
設
け
ま
し
た
。

①
最
新
の
議
会
情
報
を
す
ば
や
く
、

解
り
や
す
く
町
民
に
提
供
す
る
た
め
の

Ｉ
Ｔ
化
調
査
、
②
町
民
が
納
得
す
る
よ

う
な
積
極
的
議
員
活
動
展
開
に
資
す
る

た
め
の
Ｉ
Ｔ
化
調
査
、
③
事
務
の
効
率

化
合
理
化
を
図
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
化
調

査
、
④
県
内
他
町
に
お
け
る
議
会
Ｉ
Ｔ

化
の
調
査
。

三
、
調
査
結
果

①
に
関
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
放
送
や
動
画
配
信
サ
イ

ト
を
利
用
し
た
本
会
議
や
全
員
協
議
会

及
び
委
員
会
の
公
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

②
に
関
し
て
、
議
員
間
の
議
論
を
深

化
さ
せ
る
た
め
に
は
議
題
に
対
す
る
豊

富
な
情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
全
員

協
議
会
や
委
員
会
開
催
中
に
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
在
や
過
去
の
議
会
内

文
書
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
自
由
な

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
事
が
、
よ
り

深
い
議
論
の
一
助
と
な
り
え
る
と
考
え

ま
す
。

③
に
関
し
て
、
現
在
議
会
事
務
局
か

ら
各
議
員
へ
、
紙
ベ
ー
ス
の
情
報
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
書
類
量

が
膨
大
に
な
り
事
務
費
が
か
さ
む
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
議
員
個
人
が
情
報
端
末

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
事
に
よ
り
事
務
時

間
、費
用
の
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

④
に
関
し
て
、
県
内
他
町
議
会
に
お

い
て
、
お
お
い
町
議
会
が
考
え
て
い
る

よ
う
な
Ｉ
Ｔ
化
を
実
施
し
て
い
る
所
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
平
成
25
年
度
は
、
専

門
的
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
実
行
可
能
性

調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

要

望

活

動

報

告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
25
年
２
月
６
日
・
７
日

﹇
参
加
者
﹈議
長
、副
議
長
、各
常
任
委
員
長
、議
会
運
営
委
員
長

﹇
要
望
場
所
﹈ 

経
済
産
業
省
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
）・
原
子
力

規
制
庁
長
官
・
国
土
交
通
省
・
県
出
身
国
会
議
員

国
へ
要
望
書
を
提
出

昨
年
８
月
に
暫
定
的
な
中
央
要
望
を

行
い
ま
し
た
が
、
政
権
交
代
後
の
一
定

の
適
当
な
時
期
に
合
わ
せ
て
、
時
局
の

変
遷
も
伴
い
再
要
望
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。要

望
事
項

⑴
原
発
の
諸
課
題
解
決
に
つ
い
て

1
．
住
民
の
安
心
安
全
確
保

2
．
原
子
力
防
災
対
策
の
強
化

3
．
原
子
力
政
策
の
今
後

4
．
経
済
支
援
対
策

⑵ 

生
命
・
生
活
・
避
難
道
路
網
の
早
期

整
備
に
つ
い
て

1
．
主
要
地
方
道　

坂
本
・
高
浜
線

の
早
期
完
成

2
．
一
般
県
道　

岡
田
・
深
谷
線
の

早
期
開
通

3
．
国
道
１
６
２
号
（
深
谷
・
相
生

間
）
道
路
整
備
の
早
期
完
成

4
．
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
に
接
続

す
る
橋
梁
の
新
設
整
備
と
赤
礁

崎
公
園
線
の
道
路
改
良

5
．
主
要
地
方
道
小
浜
綾
部
線
の
国

道
昇
格
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議
会
基
本
条
例
施
行
以
来
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
何
が
必
要
か
を
考
察
す
る
た
め
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
と
東
京
都
議
会
を

視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

で
地
方
自
治
法
改
正
と
最
近
の
議
会
動

向
に
つ
い
て
、
議
事
調
査
部
議
事
係
よ

り
解
説
を
受
け
ま
し
た
。
改
正
項
目
の

う
ち
会
期
、
臨
時
議
会
の
招
集
権
、
議

会
の
調
査
権
、
政
務
活
動
費
、
再
議
制

度
、
専
決
処
分
等
々
に
つ
い
て
は
具
体

例
を
示
し
て
戴
い
た
の
で
よ
り
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
日
目
は
都
庁
視
察
後
都
議
会
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
猪
瀬
直
樹
東
京
都
知
事

施
政
方
針
の
説
明
が
な
さ
れ
、
本
会
議

に
先
立
ち
東
京
都
交
響
楽
団
の
木
管
五

重
奏
が
あ
り
華
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

所
信
表
明
傍
聴
の
後
、
東
京
都
防
災

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
人
口

１
千
３
２
１
万
人
を
超
え
る
都
市
の
危

機
管
理
は
、
想
像
を
越
え
る
規
模
の
体

制
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
備
え
る

事
の
困
難
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

東
北
や
阪
神
の
大
震
災
に
お
い
て
も
自

助
、
共
助
が
圧
倒
的
に
多
く
の
人
命
を

救
っ
た
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
東
京
防
災

隣
組
の
構
築
に
力
を
い
れ
て
い
る
と
の

説
明
で
あ
り
ま
し
た
。
東
京
の
災
害
は

国
家
存
亡
に
も
繋
が
り
ま
す
が
、
地
方

に
お
い
て
も
同
様
の
認
識
を
持
っ
て

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
す
る
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。

研
修
で
深
め
た
議
会
の
あ
り
方
や
役

割
を
生
か
せ
る
よ
う
に
さ
ら
に
務
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈平
成
25
年
２
月
19
日
・
20
日 

﹇
参
加
者
﹈委
員
６
人

﹇
研
修
場
所
﹈
東
京
都

企
業
誘
致
等
特
別
委
員
会
研
修
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
25
年
1
月
15
日
・
16
日 

﹇
参
加
者
﹈
委
員
７
人

﹇
研
修
場
所
﹈
京
都
府
京
丹
後
市
・
岡
山
県
美
作
市

け
入
れ
態
勢
を
整
備
し
た
結
果
、
立
地

が
進
み
企
業
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。

当
市
で
は
、
特
異
な
市
長
が
出
現
し

て
企
業
立
地
が
一
気
に
進
展
し
ま
し
た

が
、
企
業
誘
致
成
功
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
首
長
の
姿
勢
が
顕
著
に
表
れ

た
例
で
あ
り
ま
し
た
。

企
業
誘
致
成
功
の 

　
　
　
　
　
　

秘
訣
は
！

山
間
地
で
あ
る
京
都
府
京
丹
後
市

は
、「
都
会
か
ら
離
れ
た
地
方
の
田
舎
」

そ
の
弱
み
を
逆
手
に
取
り
ハ
ン
デ
ィ
を

克
服
し
、
優
れ
た
独
自
の
優
遇
制
度
を

設
け
誘
致
に
成
功
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
目
覚
ま
し
い
取
り
組
み
は
、
専

任
職
員
３
名
を
配
置
の
企
業
誘
致
課
を

設
置
す
る
と
共
に
、
全
職
員
を
営
業
マ

ン
に
任
命
し
て
「
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
も

生
の
声
」
を
原
則
に
年
間
１
０
０
社
前

後
を
企
業
訪
問
し
、
企
業
の
要
望
の
把

握
と
情
報
交
換
・
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
更
に
立
地
後
も
出
て
く
る
様
々
な

課
題
や
問
題
を
協
議
で
き
る
体
制
を
整

え
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し

た
。岡

山
県
美
作
市
で
は
、
稀
に
み
る
非

凡
な
市
長
が
出
現
し
企
業
誘
致
課
の
充

実
な
ど
企
業
誘
致
政
策
に
新
た
な
展
開

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
立
地
が
進
ま
な

か
っ
た
産
業
団
地
に
多
彩
な
優
遇
制
度

の
創
設
や
イ
ン
タ
ー
の
誘
致
な
ど
の
受

Report
リポート
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げ
る
た
め
の
圧
力
逃
し
装
置
（
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
）
や
格
納
容
器
に
お
い
て
発
生
し

た
水
素
を
安
全
に
処
理
す
る
た
め
の
水
素

再
結
合
装
置
の
設
置
で
す
。

テ
ロ
対
策

航
空
機
で
発
電
所
に
突
入
す
る
よ
う
な

テ
ロ
に
よ
り
炉
心
が
損
傷
し
て
も
原
子
炉

の
冷
却
が
続
行
で
き
る
よ
う
に
第
二
制
御

室
や
炉
心
冷
却
用
ポ
ン
プ
、
電
源
、
水
源

な
ど
を
備
え
た
設
備
を
離
れ
た
所
に
建
設

す
る
事
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

設
計
思
想

原
子
炉
を
設
計
す
る
基

本
的
な
考
え
に
は
「
バ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
制
度
」
が
取
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新

た
に
判
明
し
た
事
柄
も
全
て

の
原
発
に
対
し
遡
り
適
用
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

全
て
の
原
子
炉
は
常
に
最
新

の
安
全
基
準
に
適
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め

こ
れ
ら
新
安
全
基
準
は
、

今
ま
で
過
酷
事
故
に
対
す
る

備
え
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

の
反
省
を
受
け
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
必

要
以
上
に
厳
格
で
こ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
れ

ば
全
て
の
原
発
が
長
い
間
再
起
動
で
き
な

く
な
る
と
い
う
意
見
も
有
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
規
制
す
る
側
と
規
制

さ
れ
る
側
が
、
同
じ
土
俵
に
上
り
、
偏
っ

た
考
え
方
で
は
な
く
科
学
的
知
見
に
基
づ

い
た
議
論
を
迅
速
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

我
々
お
お
い
町
議
会
も
し
っ
か
り
と
両

者
の
議
論
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
研
修
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈平
成
25
年
３
月
６
日 

﹇
参
加
者
﹈議
員
14
人

﹇
研
修
場
所
﹈お
お
い
町
役
場
全
員
協
議
会
室

新
安
全
基
準
に
つ
い
て

３
月
６
日
原
子
力
規
制
委
員
会
原
子
力

規
制
庁
地
域
原
子
力
安
全
統
括
管
理
官
森

田
深
氏
か
ら
「
発
電
用
軽
水
炉
型
原
子
炉

施
設
に
係
る
新
安
全
基
準
骨
子
案
に
つ
い

て
」
の
説
明
が
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

に
対
し
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
新
安
全
基
準
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
専
門
家
会
合
が
今
ま
で
の
安
全
基

準
を
さ
ら
に
厳
格
に
し
た
も
の
に
加
え

て
、
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
発
電
所
事
故

を
受
け
て
炉
心
が
損
傷
す
る
よ
う
な
過
酷

事
故
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
や
航
空

機
突
入
な
ど
の
テ
ロ
対
策
ま
で
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
・
津
波
に
つ
い
て

今
ま
で
の
安
全
基
準
に
も
記
述
が
あ
っ

た
耐
震
、
耐
津
波
性
能
の
強
化
に
関
し
て

は
か
な
り
厳
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
に
関
し
て
は
、
よ
り
精
密
な
基
準

地
震
動
の
策
定
が
求
め
ら
れ
発
電
所
の
地

下
構
造
の
解
析
ま
で
求
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
地
震
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
活
断

層
に
関
し
て
基
本
的
に
12
か
ら
13
万
年
前

以
降
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
必

要
な
場
合
は
40
万
年
ま
で
遡
る
と
規
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
原
子
炉
等
の
重
要
な
施

設
（
Ｓ
ク
ラ
ス
）
は
活
断
層
の
露
頭
が
な

い
地
盤
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
地
震
の
揺
れ
に
対
し

て
は
耐
震
構
造
で
対
処
す
る
が
、
地
盤
の

「
ず
れ
」
や
「
変
位
」
は
許
容
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

津
波
に
対
し
て
は
既
往
最
大
を
上
回
る

津
波
を
「
基
準
津
波
」
と
し
て
こ
れ
に
対

応
す
る
防
潮
堤
な
ど
の
施
設
設
置
を
求
め

て
い
ま
す
。
ま
た
特
質
す
べ
き
は
防
潮
堤

に
も
原
子
炉
と
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
安

全
を
求
め
る
ク
ラ
ス
Ｓ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
防
潮
堤
の
地
下
に
活
断
層
が

あ
っ
た
ら
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
酷
事
故
対
策

過
酷
事
故
に
対
し
て
は
、
炉
心
が
損
傷

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
放
射
能
拡
散

を
防
ぐ
た
め
に
格
納
容
器
の
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
も
の
が
、
格
納
容
器
の
圧
力
を
下

〈 従来の安全基準 〉

〈 新安全基準 〉 （
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
な
ど
）

新
設

強
化

強
化

自然現象に対する考慮
火災に対する考慮
信頼性に対する考慮
電源の信頼性
冷却設備の性能
その他の設備の性能
耐震・耐津波性能

（平成25年2月6日原子力規制委員会資料より）

従来の安全基準と
新安全基準との比較

放射性物質の拡散抑制

意図的な航空機衝突への対応

格納容器損傷防止対策

炉心損傷防止対策
（複数の機器の故障を想定）

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

信頼性に対する考慮

電源の信頼性

冷却設備の性能

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

炉心損傷に至らない状況を想定
した設計上の基準（設計基準）
（単一の機器の故障のみを想定等）

Report
リポート
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研
修
視
察
報
告



　長年の経営体質、経理方法、組織体制を改
善するなど、発想の転換をする時期にきてい
ると思っている。

発想の転換をする時期

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成24年3月定例会からピックアップしました。

　平成25年度から5ケ年の経営改善計画
を定め、自助努力による経営の立て直しを
図る。町としても必要な支援を行うことを
考えている。

経営の立て直しを図る

　第三セクター㈱名田庄商会の経営に町はど
う関与するのか。　

（森内正美 議員）

第三セクターの収益を
上げる必要がある

どうなった?

　接続最悪、料金設定比3倍など利用者への
配慮に欠け、通勤通学に支障をきたす現状の
改善は。 （尾谷和枝 議員）

公共交通バスの改善
具体策は

　JRとの接続改善のため、ダイヤ改正と増
便を行い、診療所通所へのルート変更や運賃
も流星バス並みに引き下げる。

「にこにこバス」廃止
路線バスを拡充

　JR接続の増便とダイヤ大幅改善、ルート
見直しで危険箇所回避と診療所ルート増設、
エリア統一料金で運賃引き下げへ。

10月大幅改善!  公共
交通利用しやすく

どうなった?

町 長 答 弁

町 長 答 弁
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あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は6月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

一
昨
年
議
会
選
挙
の
後
、
委
員

会
構
成
が
決
定
し
て
早
く
も
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
議

会
任
期
の
折
り
返
し
点
に
到
達
し

た
と
い
う
こ
と
で
、
新
年
度
に
入

れ
ば
早
速
新
し
い
議
会
構
成
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
広
報
委
員
一
同
、
議
会

基
本
条
例
の
精
神
に
則
り
議
会
で

の
議
論
を
町
民
の
方
に
伝
え
る
べ

く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

全
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否

一
覧
掲
載
な
ど
紙
面
の
都
合
で
実

現
し
な
か
っ
た
事
柄
も
あ
り
ま
し

た
。議

会
で
は
町
民
の
側
に
立
っ
た

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
２
回
の
「
議
会
報
告
会
」
や
、

町
民
の
方
の
要
望
に
応
じ
て
議
員

を
派
遣
す
る
「
議
員
出
前
講
座
」

が
そ
う
で
す
。

「
議
員
出
前
講
座
」
で
は
数
人

の
グ
ル
ー
プ
か
ら
地
区
の
会
合

ま
で
様
々
な
場
所
に
で
か
け
て
い

き
、
皆
様
と
お
話
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
議
員
一
同
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
距
離
を
少
し
で
も

縮
め
て
身
近
な
代
弁
者
と
し
て
活

動
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
共
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

（
松
宮　

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：6月11日から25日まで（15日間）
本会議：11日（議案提案理由説明）、20日（一般質問）、25日（採決）
委員会：予算決算委員会（11日）、総務、産業建設委員会（12日）、企業誘致、原子力委員会（14日）

6月定例会
の予定

私が自転車と本格的に向き合ったのは、年齢が30
歳を超えたころに、新陳代謝の低下や運動不足からと
思われる体重増加について先輩に話したところ、古い
ロードバイク（タイヤが細くドロップハンドルのレー
ス用）を頂いたことからでした。
乗ってみると、これがすごい。平地でも少し頑

張れば40km/h、下り坂では60km/h近くのスピードで、
前を走る自動車を抜き去る勢いです。それからは、出社
前に朝練、会社へ自転車通勤、休みの日は仲間とツーリ
ング、また市民レースに参加するなど、どっぷり自転車
の魅力にハマってしまいました。特に8月末にある乗鞍
のヒルクライムレースは、全長20.5kmで標高差1,260m
をひたすら登る苦しいものですが、ゴールが雲の上

（2,716m）で達成感が大きく、今もこれだけは欠かさずエン
トリーしています。
現在の自転車の楽しみ方は、たまにですが家族で自転車に
乗って出かけることでしょうか。

前回は、久保にある「新鞍の大滝」まで行って、
お弁当を広げ、食後にはコンロでお茶を沸かして飲ん

できました。
子供たちは到着するまでブツブツ言っていましたが、到着

すればミニキャンプのようでそれなりに楽しそうです。
今は3月ですが、桜が咲いたら今年も自転車で出かけたい

ものです。

自 転車の楽しみ方
小林　 章 さん13　区

今もなお輝く人
として大拙承演
（1797 ～ 1855）
と儀山善来（1802
～ 1878）につい
て五十嵐祖伝住職
からお話を伺いま
した。
大拙承演と儀山善来は

大島村に生まれ、岡山の
曹源寺で太

たい

元
げん

孜
し

元
げん

という
師に付き禅の修行をしま
した。大拙は儀山より6

歳年上で22歳の時に僧堂に入り、6年遅れて儀山も入
りました。
幕末の同時期に故郷を離れた二人は各地で修業

を重ね、やがて禅の指導者となり多くの優れた弟
子達を育てることになりました。弟子達は、円覚寺や妙心寺、
大徳寺、天龍寺等の管長にもなりました。禅の教えを大拙が
骨となり儀山が神髄となって多くの禅僧を育て上げ、日本の
禅宗史に大きな足跡を残しました。
一人の雲水がおりました。ある日儀山が風呂に入っていた

ところ、その雲水が桶に入れて運んで浴槽に入れ、余った水
を考えもなく庭に捨てました。「無駄に捨てるやつがあるか、
一滴の水にも命がある。草にかけてやれ、木の根にかけてや
れ、ちゃんと肥やしになって生まれかわるものを。」と儀山は
風呂の中から怒鳴りました。聞いた雲水ははらりと眼からう
ろこが落ちて大悟したのです。また別の言い方で「ものには
ものの聲がある。その聲を聞くことのできる人は幸せである。
誰もがものの聲を聞く耳を持っているはずである。」とも言っ
ています。これが有名な『曹源一滴水の教え』です。
儀山が相国寺で大拙の13回忌を行った頃、寺の一部は薩

摩藩邸となっていました。そこでは西郷隆盛や坂本竜馬らが
出入りし薩長同盟の相談もされていたのでしょうか。儀山と
幕末の志士たちが妙心寺や相国寺などで声を掛け合うことも
あったと想像できるのです。大島から出た禅僧の背景に維新
の光が垣間見えるようです。 （森口　記）

住職　五十嵐 祖伝 さん川上区  善応寺

大
だ い

 拙
せつ

承
じょう

演
えん

と儀
ぎ

山
さん

善
ぜん

来
らい

のこと

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
思思思思思思思思思思思思
ロロロロロロロロロロロ

張れ張れ張れ張れ張れ張れれれれれればば
前を前を前をを前を前ををを前ををを走走
前に前に前前に朝朝朝朝朝
ングングングンググングン 、、
の魅の魅の 力力力
ののヒル
をひ

（2,716m
トリーし
現在の
乗

お

人人人人人人人人人人人人人人人人

2222222222
いいいいいいいい
職職職職職
ままままま

山善山善来は来は来は来は来は来来は来はは
岡山岡山岡山岡山ののののののの
元
ん

といといといと うううう
行をしま
山よりよ 6
儀山も入

修業
弟
覚寺や妙心寺、
教えを大拙が

儀 山 善 来
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